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社
会
福
祉
法
人
　
多
摩
養
育
園

理
事
長
　
足

利

正

哲

怨
み
は
怨
み
に
よ
っ
て
止
む
こ
と
な
く

　
　
　
　
た
だ
慈
悲
に
よ
っ
て
の
み
止
む

「
世
界
の
平
和
は　

人
と
人
と
が
直
接
あ
っ
て

お
話
を
す
る
こ
と
が
大
事
な
ん
で
す
よ
」

こ
れ
は
平
成
元
年
に　

ス
リ
ラ
ン
カ
の
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
前
大
統
領
が

昭
和
天
皇
の
大
喪
の
礼
に
国
賓
で
来
日
の
際　

雲
龍
寺
に
ご
来
山
さ
れ

沢
山
の
保
育
園
児
に
や
さ
し
く
語
り
か
け
ら
れ
た
お
言
葉
で
あ
る

大
統
領
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
会
議
で

「
怨
み
は
怨
み
に
よって
止
む
こ
と
な
く
た
だ
慈
悲
に
よって
の
み
止
む
」と

ブッダ
の
教
え
か
ら
演
説

こ
れ
に
よ
り　

日
本
が
分
割
さ
れ
た
り
せ
ず　

独
立
で
き
た

先
代　

足
利
正
明
は　

同
大
統
領
を　

日
本
独
立
の
恩
人
と
し
て

雲
龍
寺
境
内
に
銅
像
を
建
立
し
た

更
に
ス
リ
ラ
ン
カ
と
親
交
を
重
ね
た

人
の
心
形
成
に
は

幼
児
期
の
環
境　

体
験
が
ど
ん
な
に
大
事
な
こ
と
か

特
に　

三
つ
子
の
魂
百
ま
で
も　

と
言
わ
れ
る
よ
う
に

三
歳
児
ま
で
の
養
育
環
境
は
極
め
て
重
要
な
の
で
あ
ろ
う

温
か
く　

温
か
く　

大
事
に　

大
事
に　

大
事
に　

全
て
か
ら
・
・
・

幼
児
期
に
い
ろ
い
ろ
な
人
と
ふ
れ
あ
い

体
験
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り

い
つ
か
世
界
か
ら
差
別
や　

戦
争
が
無
く
な
る
日
が　

き
っ
と
来
る

私
た
ち
は
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
氏
の
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

今
の
幸
せ　

平
和　

そ
れ
は　

対
話
以
外
に
は
出
来
な
い
こ
と
を

本人銅像前で放鳥される前大統領（平成元年　雲龍寺）
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第54号

　

昭
和
57
年
に
、
老

人
保
健
法
が
制
定

さ
れ
、
医
療
・
保
健

事
業
を
無
料
か
ら
有

料
に
切
り
替
え
、
高

齢
化
に
対
応
す
る
た

め
、
医
療
や
介
護
の

問
題
に
取
り
組
む
姿

勢
が
明
確
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
に
入
り
、
従
来
の
日
本
の

介
護
観
は
「
親
族
が
面
倒
を
み
る
も
の
」
と

い
う
概
念
で
し
た
が
、
少
子
高
齢
化
や
核
家

族
化
の
進
行
、
医
療
の
進
歩
に
よ
り
長
寿
化

し
、
介
護
を
担
う
家
族
の
「
老
老
介
護
」
の

問
題
も
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
次
第

に
要
介
護
者
を
抱
え
た
家
庭
の
苦
労
や
介
護

さ
れ
る
側
の
気
苦
労
な
ど
が
広
く
知
ら
れ
、

「
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
」
と
い
う
価
値

観
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
8
年
4
月
1
日
、

光
明
第
八
保
育
園
が
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

中
に
開
設
さ
れ
、
翌
、
平
成
9
年
の
元
旦
に

は
、
八
王
子
市
の
た
っ
て
の
要
望
に
よ
り
、

光
明
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
法
人
内
15

①
光
明
保
育
園
同
窓
会

　

光
明

第
一
保

育
園
を

卒
業
し

た
５
名

の
発
起

人
を
中

心
に
同

窓
会
設

立
に
向

け
て
準

備
中
。
多
く
の
卒
業
生
に
お
知
ら
せ
し
、
登

録
受
付
中
。

②
光
明
保
育
園
親
子
観
劇
会

　

平
成
30
年
2
月
25
日
（
日
）
、
八
王
子
オ
リ

ン
パ
ス
ホ
ー
ル
に
て
、
開
催
。

　

光
明
保
育
園
の
皆
様
、
お
楽
し
み
に
！

番
目
の
施
設
と
し
て

開
設
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
8
、
9

年
に
渡
っ
て
の
多
摩

特
養
老
人
ホ
ー
ム
の

増
改
築
、
精
華
男
子

寮
の
改
築
、
平
成
11

年
光
明
第
七
保
育
園

の
園
舎
改
築
と
、
当

法
人
は
、
時
代
の
要

請
に
応
え
、
必
要
な
施
設
づ
く
り
に
奔
走
し

ま
し
た
。�

つ
づ
く

法
人
創
立
70
周
年

シ
リ
ー
ズ

日
本
の
福
祉
・
法
人
の
発
展
期

70
周
年
事
業 

取
り
組
み
紹
介

平成 10年　全面改装工事完了（特養）

精華

シ
リ
ー
ズ

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム  

桜
の
里

医
療
重
点
型
特
養
と
し
て
の
役
割

　

桜
の
里
は
、
日
常
的
に
医
療
ケ
ア
が
必
要
な

方
に
も
ご
利
用
で
き
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

で
す
。
ご
入
居
者
様
と
ご
家
族
様
に
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
医
師
、
看
護
師

が
常
時
体
調
を
見
守
り
、
急
変
時
に
は
迅
速
な

対
応
を
致
し
ま
す
。

　
「
そ
の
人
ら
し
い
人
生
を
送
れ
る
家
」
で
あ

る
桜
の
里
で
は
、
人
生
の
終
末
期
の
介
護
は
、

ご
本
人
様
の
意
思
を
尊
重
し
、
ご
家
族
様
と
専

門
職
員
が
何
度
も
話
し
合
い
を
行
い
ま
す
。
医

師
が
、「
今
は
こ
う
い
う
状
態
で
、
こ
う
い
う

処
置
を
行
う
と
、
こ
う
い
う
可
能
性
が
あ
り

ま
す
」
と
、
ご
家
族
様
に
必
要
な
情
報
を
丁
寧

に
伝
え
、
最
終
的
に
は
体
調
の
変
化
に
合
わ
せ
、

最
善
の
医
療
措
置
や
ケ
ア
の
方
針
を
決
め
て
い

き
ま
す
。
先
日
、
看
取
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
ご

　

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
4
月
に
開
設
し
た
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
桜
の
里
と
、
法
人
創
立
70
周
年
に
関
す

る
記
事
を
3
号
に
わ
た
り
紹
介
。

入
居
者
様
は
、
大
好
き
な
川
中
美
幸
の
曲
を
聴

き
な
が
ら
、
お
好
み
の
柑
橘
系
の
ア
ロ
マ
の
香

り
に
包
ま
れ
、
介
護
職
員
、
看
護
師
に
見
守
ら

れ
な
が
ら
安
ら
か
に
旅
立
た
れ
ま
し
た
。



3

第54号

●
八
王
子
市
市
制
100
周
年
記
念

　
八
王
子
ま
つ
り

●
防
災
の
日
　

9
月
1
日

●
東
日
本
被
災
地
視
察
研
修

　

8
月
4
日
か
ら
6
日
の
3
日
間
、
今
年
も

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
八
王
子
ま
つ
り
。
光
明
第

一
保
育
園
の
園
児
が
、
元
気
に
八
木
町
子
供
み

こ
し
を
担
ぎ
、
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す
威
勢
の

い
い
掛
け
声
と
共
に
山
車
を
引
い
て
町
内
を

練
り
歩
き
ま
し
た
。
恒
例
の
民
踊
流
し
に
は
、

光
明
保
育
園
職
員
123
名
が
そ
ろ
い
の
浴
衣
で

参
加
。
今
年
も
暑
い
夏
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　

関
東
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に

年
２
回
全
施
設
が
、
防
災
訓
練
を
実
施
。

　

防
災
に
対
す
る
心
構
え
と
様
々
な
災
害
を

想
定
し
訓
練
に
望
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
。

あ
れ
か
ら
６
年
。
法
人
は
毎
年
被
災
地
を
訪

れ
、
職
員
と
共
に
考
え
、
そ
の
現
状
を
肌
で
感

じ
て
き
た
。　

　

今
年
は
過
去
に
訪
れ
た
福
島
県
へ
。
曹
洞

宗
茂
林
院
と
成
林
寺
を
参
拝
。
成
林
寺
の
久

間
副
住
職
（
曹
洞
宗
復
興
支
援
室
分
室
主
事
）

は
語
る
。
津
波
、
原
発
の
被
害
に
よ
り
、
家
族

離
散
、
県
外
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
地

域
に
溶
け
込
め
ず
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た
り
、
い

じ
め
を
受
け
る
子
ど
も
が
後
を
絶
た
ず
。
壊

せ
な
い
何
重
も
の
壁
が
目
の
前
に
立
ち
は
だ

か
り
、
先
行
き
が
見
え
な
い
状
態
が
続
い
て
い

る
。
こ
の
現
状
を
皆
に
伝
え
て
欲
し
い
。
命
を

守
る
た
め
に
・
・
・
と
。
原
発
、
果
た
し
て
本

当
に
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。
改
め
て
、
考
え
さ

せ
ら
れ
る
機
会
と
な
っ
た
。

法
人
ニ
ュ
ー
ス
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第54号

　

か
わ
い
い
子
ど
も
達
に
触
れ
、
お
年
寄
り
か

ら
思
わ
ず
涙
が
。

医療重点・ユニット型の特養桜の里の開設に続き、
府中市で初めて民間に移管する保育園の運営が決
定。新たな事業の展開により“笑顔でやる気のある”
介護職・保育士・看護師を募集しています。

●
敬
老
の
日
の
お
祝
い

　
全
保
育
園	

9
月
15
日

●
多
摩
養
育
園
運
営
協
議
会
開
催

9
月
28
日

●
ひ
か
り
の
子
ど
も
の
運
動
会

10
月

　
成
人
施
設	

9
月
18
日

　

ご
利
用
者
様
の
ご

長
寿
を
祝
し
敬
老
祝

賀
式
を
開
催
。
法
人

内
最
長
寿
は
百
三

歳
。
百
歳
者
に
は
総

理
、
都
知
事
、
市
長

よ
り
数
々
の
お
祝
い

　

法
人
の
運
営
強
化
と
地
域
連
携
を
図
る
た

め
、
多
摩
養
育
園
運
営
協
議
会
を
設
置
し
、

第
一
回
目
の
協
議
会
を
開
催
。
法
人
概
要
説

明
の
後
、
人
材
確
保
策
・
育
成
に
つ
い
て
、
更

に
地
域
の
大
き
な
家
構

想
に
つ
い
て
も
協
議
。

独
居
老
人
へ
の
支
援
策
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
組
織

化
等
、
活
発
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
、
今
後
の
地

域
貢
献
の
更
な
る
発
展・

展
開
の
礎
に
。

　

か
け
っ
こ
や
遊
戯
、
マ
ッ
ト
運
動
な
ど
、

日
々
の
遊
び
の
中
で
培
っ
て
き
た
力
を
発
揮
。

諦
め
ず
最
後
ま
で
頑
張
る
子
ど
も
達
。
大
き

な
歓
声
と
拍
手
が
。

が
。
皆
様
の
更
な
る

お
幸
せ
を
。



●
平
成
29
年
度
新
入
職
員
紹
介
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第54号

大横 竹の里

光明第五保育園

光明第六保育園 楢の里 桜の里

　

代
表
し
て
、
高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン

タ
ー
大
横
の
職
員
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

　

こ
の
仕
事
に
就
い
て
良
か
っ
た
と
思
う
瞬
間

　

松
尾 

智
子

　

地
域
の
活
気
や
元
気
を
も
ら
い
な
が
ら

働
け
る
と
こ
ろ
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

私
も
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
職
員
の

皆
様
に
も
あ
た
た
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き

感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
多
く
の
方
々

の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　

11
月	�



福
祉
ま
つ
り（
12
日
）

　

12
月	�



保
育
園
遊
戯
会

	

施
設
研
究
発
表
会

	

光
友
会
ク
リ
ス
マ
ス
忘
年
会

　

1
月	

新
年
祝
賀
式　

初
詣

	

保
育
研
究
発
表
会

　

2
月	

保
育
園
作
品
展

	

公
開
講
座（
16
日
）　

●
今
後
の
予
定（
11
月
～
2
月
）

　

各
施
設
で
い
き
い
き
と
活
動
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
茶
道
の
時
間
」

江
戸
千
家　

橋
本
真
澄

　

始
め
る
前
に
、
扇
子
を
前
に
ご
挨
拶
。
園
児
た

ち
も
自
分
で
作
っ
た
扇
子
を
前
に
「
ご
機
嫌
よ

ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
っ
て
か
ら
始
ま
り

で
す
。
お
客
様
に
な
る
人
、
お
客
様
の
相
手
を

す
る
人
、一
対
一
で
実
演
し
ま
す
。「
ご
め
ん
く

だ
さ
い
」「
お
邪
魔
し
ま
す
」
靴
を
脱
ぎ
、
靴
を

揃
え
る
「
戴
き
ま
す
」「
ご
馳
走
様
で
し
た
」「
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」「
お
あ
が
り
く
だ
さ
い
」
急

須
に
お
湯
を
入
れ
、
茶
碗
に
お
茶
を
入
れ
、
茶

托
に
茶
碗
を
の
せ
、
お
客
様
に
お
茶
を
出
す
。

お
客
様
は
、
抹
茶
の
飲
み
方
と
同
様
に
お
茶
を

飲
む
。
こ
の
や
り
方
で
、
月
一
回
行
い
ま
し
た
。

　

初
め
は
ぎ
こ
ち
な
く
、
お
湯
を
こ
ぼ
し
た
り
、

ふ
ざ
け
て
で
き
な
か
っ
た
り
し
た
園
児
達
も
、
今

で
は
、
と
て
も
上
手
に
な
り
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

指
導
は
、
私
橋
本
と
、
海
﨑
で
行
い
、
時
々
田
所

も
指
導
に
あ
た
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

小
さ
な
頃
の
経
験
は
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も

忘
れ
な
い
と
言
い
ま
す
。

良
い
楽
し
い
思
い
出
で
あ

る
様
に
、
心
を
こ
め
て
指

導
し
て
い
き
ま
す
。
茶
道

を
通
し
、
正
座
す
る
事
、

人
が
や
っ
て
い
る
間
待
つ

事
、
お
し
ゃ
べ
り
し
な
い

事
、
人
を
誉
め
る
事
な
ど

指
導
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

「
地
域
の
大
き
な
家
」

シ
リ
ー
ズ

●
除
夜
の
鐘

　

大
晦
日
の
夜
、百
八
の
煩
悩
を
取
り
去
り
、

新
し
い
年
を
迎
え
る
除
夜
の
鐘
。
今
年
も
左

記
に
て
午
後
11
時
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。
ど
な

た
で
も
自
由
に
撞
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
お

誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

楢
の
里（
楢
原
町
）

竹
の
里
・
桜
の
里（
犬
目
町
）

鑓
水
の
里（
光
華
・
精
華
）

雲
龍
寺（
山
田
町
）

常
福
寺（
宮
下
町
）

尚
、雲
龍
寺
で
は
、3
日
ま
で

だ
る
ま
市
も
開
催
さ
れ
ま
す
。



感
　
謝

感
　
謝

6

第54号

  

八王子城址の山を望む

題
字
・
表
紙
写
真　

足 

利 

正 

哲

ご
芳
情
（
敬
称
略
、
五
十
音
順
）

㈱
ア
コ
ス　

あ
さ
ひ
国
際
旅
行
㈱　

い
ず
み
ク
リ
ニ
ッ
ク　

上
木
酒
店　

㈱
魚

儀　

㈲
魚
國　

梅
田
住
夫　

荻
島
靖
久　

お
ひ
さ
ま
の
お
う
ち　

片
倉
台
歯
科

医
院　

片
倉
台
自
治
会　

㈲
木
下
畜
産　

医
療
法
人
社
団
豊
寿
会
熊
川
病
院　

㈱
コ
イ
ワ
イ　

小
島
孝
司　

小
関
伸
吾　

齋
藤
文
弘　

㈱
サ
カ
イ
・
ヘ
ル
ス
ケ

ア
ー　

㈲
坂
本
商
店　

佐
々
木
功　

佐
藤
純
代　

佐
藤
芳
子　

㈲
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
ほ
ほ
え
み　

さ
わ
や
か
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク　

㈱
サ
ン
ホ
ワ
イ
ト　

㈱
サ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス　

精
華
家
族
会　

セ
レ
モ
ハ
イ
ネ
ス
㈱　

㈱
相

武
企
業　

電
気
の
く
ろ
か
わ　

な
か
よ
し
こ
よ
し
の
会　

㈲
中
山
薬
局　

難
波

静
夫　

ネ
オ
・
ハ
ル
ト
㈱　

橋
本
工
務
店　

八
王
子
ア
イ
ス
フ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

濱
中
キ
ン
子　

速
水
康
代　

東
山
夢
美（
夢
美
会
）　

藤
野
訓
正　

船
木
文
夫　

㈱
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
ま
き　

本
多
電
気　

町
田
商
店　

松
浦
嘉
恵
子　

マ
ル
ヰ
ガ

ス
東
京
㈱　

㈲
三
橋
商
店　

宮
下
町
会
婦
人
部　

宮
下
町
会　

望
月
正
治　

八

木
岡
明
美　

八
木
町
青
年
会　

山
川
家
具
店　

山
来
利
一　

山
来
弘
子　

山
田

町
町
会　

鑓
水
諏
訪
神
社　

鑓
水
町
会	

以
上

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
敬
称
略
、
五
十
音
順
）

相
澤
華　

青
木
一
郎　

青
木
梨
緒　

朝
倉
俊
子　

足
利
正
尊　

安
達
三
郎　

安

達
冬
馬　

阿
部
四
三
子　

あ
ん
ず
苑
ご
利
用
者
様　

安
藤
愛
華　

安
藤
幸
枝　

安
齋
虎
太
郎　

飯
原
絢
子　

井
口
良
雄　

池
上
凛　

石
井
一
子　

石
阪
規
容
子

石
塚
美
由　

伊
勢
恒
二　

市
川
弘
美　

市
川
和
江　

市
川
和
夫　

伊
藤
愛　

井

上
あ
み
か　

井
上
綾
子　

井
上
純
一　

今
村
泰
彦　

岩
崎
真
弓　

岩
瀬
英
之　

岩
瀬
睦
子　

宇
賀
神
徳
之　

ウ
ク
レ
レ
フ
レ
ン
ズ　

宇
多
村
純
一　

宇
田
川
悦

子　

江
成
由
美
子　

江
原
幸　

遠
藤
春
代　

及
川
嘉
代
子　

大
越
謙
一　

大
久

保
輝
子　

大
森
あ
や
は　

大
神
田
久
美
子　

大
石
英
俊　

大
谷
征
也　

大
内
ひ

ろ
み　

大
木
真
佐
子　

岡
村
す
み
子　

岡
田
ハ
ル
子　

岡
本
悦
江　

岡
本
芽
生

岡
本
恵
子　

岡
本
秀
俊　

緒
方
玲
子　

小
川
法
子　

小
佐
野
恵
美
子　

長
田

百
々
代　

小
沢
美
樹　

越
智
曜
子　

小
野
さ
く
ら　

お
は
な
し
の
た
ね　

お
は

な
し
の
会　

小
原
栄
子　

音
読
を
楽
し
む
会　

海
﨑
深
雪　

風
間
さ
な
え　

片

山
瑛
子　

勝
山
洋
子　

加
藤
悟　

加
藤
樹
一　

加
藤
順
子　

加
藤
二
栄
子　

加

藤
美
知
子　

金
澤
里
奈　

金
子
愛
子　

金
子
日
出
子　

金
子
芳
子　

金
子
陽
子

金
田
一
真　

椛
嶋
結
月　

㈱
ト
ー
カ
イ
シ
ル
バ
ー
事
業
本
部
多
摩
営
業
所
髙
橋

祐
太
朗　

鎌
田
渓
太
郎　

鎌
田
智
以　

紙
本
諭　
　

神
藤
満
佐
子　

亀
岡
さ
つ

き　

河
崎
千
紗　

川
上
孝
子　

カ
ン
サ
ー
ル 

テ
ン
ジ
ン
ク
ン
ガ　

簡
野
太
平

菅
野
晶
子　

菊
地
す
み
子　

菊
池
郁
世　

岸
森
ち
は
な　

来
住
野
幸
子　

北
原

梨
暖　

北
島
悦
子　

木
下
紀
代
美　

木
下
節
子　

木
原
正
雄　

木
村
あ
か
り　

清
田
汀
子　

工
藤
初
恵　

国
定
詳
子　

久
保
里
香　

久
保
眞
衣
子　

倉
富
久
美

子　

栗
原
君
子　

栗
原
正
宗　

栗
原
清
美　

桑
田
厚
子　

慶
伊
香
奈　

剣
持
仁

美　

小
池
め
ぐ
み　

小
池
弘
三　

国
府
田
俊
男　

郷
田
公
子　

小
島
美
穂　

後

町
せ
つ
子　

小
林
智
恵
子　

小
林
陽
子　

こ
ぶ
し
の
会　

小
松
崎
万
梨
愛　

小

峯
妃
美
香　

小
室
紀
子　

小
山
知
弓　

斎
藤
佳
子　

斉
藤
美
波　

境
野
育
未　

酒
井
大
輔　

佐
久
間
麗　

櫻
井
青
子　

佐
々
木
伊
織　

佐
々
木
夏
海　

佐
々
木

恵
子　

佐
々
木
周　

佐
々
木
富
紀　

佐
藤
君
枝　

佐
藤
鷹
志　

佐
藤
智
恵
子　

佐
藤
八
重
子　

佐
藤
洋
子　

澤
田
夢
芽　

柴
田
和
子　

島
崎
キ
ヌ
恵　

島
崎
温

恵　

島
田
療
育
セ
ン
タ
ー
は
ち
お
う
じ　

菅
原
千
聖　

菅
野
舞
香　

鈴
木
カ
ネ

子　

鈴
木
柑
夏　

鈴
木
孝
昭　

鈴
木
幸
子　

鈴
木
秀
夫　

鈴
木
大
喜　

鈴
木
良

子　

須
田
キ
ヨ
子　

須
藤
美
結　

陶
山
銀
志　

関
口
三
次
郎　

関
根
蒼
太　

関

根
良
子　

セ
ン
タ
ー
元
気　

創
価
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

創
価
大
学
西
浦
ゼ
ミ

Ｏ
Ｂ　

創
作
手
話
ダ
ン
ス
倶
楽
部　

園
部
ス
ワ　

第
一
万
青
会

高
橋
早
苗　

高
橋
茂
子　

高
尾
山
と
ん
と
ん
昔
語
り
部
の
会　

高
野
健

太　

髙
橋
眞
弓　

滝
島
紀
美
子　

竹
田
友
貴　

武
田
功
江　

多
田
典
子

田
所
房
子　

田
中
夏
流　

田
中
弘
子　
　

田
中
美
代
子　

田
中
陽
菜　

田
村
江
津
子　

田
村
晶
子　

千
田
順
子　

千
田
万
里
子　

土
屋
幸
一

角
田
ま
り
子　

角
田
愛
来　

津
橋
祥
隆　

つ
む
ぎ
会　

出
口
な
ず
き

土
井
俊
彦　

遠
竹
紅
平　

戸
田
知
宏　

富
山
麻
美　

富
山
和
子　

豊
田

義
主　

都
立
八
王
子
北
高
等
学
校
茶
道
部　

内
藤
昭
彦　

な
か
よ
し
こ

よ
し
の
会　

中
居
純
子　

仲
川
フ
ミ
子　

中
山
一
江　

中
村
真　

中
村

福
子　

中
谷
頼
子　

永
井
美
和　

永
作
一
枝　

永
柴
孝
章　

長
澤
民
子

梨
木
さ
や　

夏
原
明
徯　

楢
原
中
学
校
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

楢
原
東

部
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

楢
原
東
部
町
会
芸
能
部　

難
波
静
雄　

西
尾
ト
シ

子　

西
野
慧
子　

虹
の
会　

根
本
ヒ
ロ
子　

野
並
由
実　

野
呂
愛
美　

ハ
ー
ト
フ
ル
メ
イ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ャ
ー
ム　

萩
原
し
ず
く　

萩
原

茂
樹　

羽
澤
永
采　

橋
本
真
澄　

橋
本
利
子　

橋
本
良
一　

ハ
チ
っ
子

会　

八
王
子
お
は
な
し
の
会　

八
王
子
セ
ン
タ
ー
元
気　

八
王
子
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

馬
場
波
雲　

は
ま
な
す
舞
踊
団　

早
川
澄
得　

早
川
凜　

速
水
昭　

林
龍
弥　

Ｂ
Ｌ
Ｇ　

久
武
純　

菱
山
ヨ
シ　

平
井

三
枝
子　

平
野
悦
郎　

平
林
笑　

プ
ア
ア
ロ
ア
ロ　

深
浦
ゆ
づ
き　

深

澤
久
葵　

深
澤
彩
音　

福
島
キ
ク
エ　

福
澤
智
津
子　

藤
巻
里
恵　

藤

棚
杏
実　

ふ
た
ば
会　

府
中
市
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
元
気
一
番
！
ひ

ろ
め
隊　

船
木
文
夫　

古
川
詔
子　

古
谷
俊
憲　

古
谷
靜
子　

古
幡
正

比
古　

古
幡
則
子　

宝
寿
会　

星
野
も
か　

細
谷
リ
エ
子　

細
渕
妙
子

保
立
優
奈　

堀
内
謙　

前
島
美
津
枝　

牧
野
美
智
子　

増
渕
摂
子　

松

岡
沙
紀　

松
岡
里
衣　

松
田
重
雄　

真
弓
幹
子　

丸
山
紀
公　

三
浦
ト

ヨ
子　

三
浦
勝
次　

三
浦
淡
豊　

三
島
榮
子　

三
品
久
子　

美
松
和
子

宮
下
町
会
婦
人
部　

宮
元
友
子　

宮
崎
規
子　

宮
川
銀
心　

宮
川
南
帆

宮
野
哲
雄　

宮
﨑
祥
子　

三
宅
カ
ズ
ミ　

村
上
百
晴　

村
上
敏
夫　

最

上
知
子　

諸
星
正
子　

矢
野
ま
な
い　

山
下
忠　

山
来
弘
子　

山
﨑
勇

湯
澤
美
夏　

夢
美
会　

横
尾
修
平　

横
尾
優
作　

吉
川
政
雄　

ラ
イ
ジ

ン
グ
サ
ン　

両
国
結
杏　

レ
ア
ウ
ク
レ
レ　

渡
辺
艶
子　

渡
辺
憲
子　

渡
邉
千
羽
奈　

和
太
鼓
鼓
一　

和
太
鼓
響	

以
上

ご
支
援
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(

期
間
：
平
成
29
年
７
月
1
日
～
平
成
29
年
９
月
30
日
）

 

八
王
子
の
名
僧
　卜ぼ

く

山ざ
ん

連
載

⑪
～
八
王
子
城
落
ち
る
―
愛
弟
子
と
の
別
れ
～

　

一
五
九
〇
（
天
正
十

八
）
年
六
月
二
三
日
、
八

王
子
城
は
落
城
し
た
。

こ
の
前
年
八
月
、
卜
山

禅
師
は
石
雲
院
の
輪
番

住
職
で
赴
任
し
て
い
た
。

　

し
か
し
時
は
す
で

に
、
小
田
原
北
条
氏
へ

の
豊
臣
方
攻
勢
は
益
々

激
化
し
て
い
た
。
八
王
子
城
主
北
条
氏
照
は
城

の
守
り
を
、
中
山
勘
解
由
な
ど
老
将
た
ち
に
任

せ
、
自
ら
は
本
城
小
田
原
城
に
詰
め
、
兄
氏
政

を
援
け
て
い
た
。
こ
の
二
つ
の
城
が
最
終
決
戦

の
場
と
な
っ
た
。

　

そ
れ
を
担
っ
た
武
将
、
北
条
氏
照
と
中
山
勘

解
由
は
、
卜
山
禅
師
の
愛
弟
子
だ
っ
た
。
両
人

共
禅
境
の
進
展
著
し
か
っ
た
。
禅
師
は
こ
の
一

戦
が
気
に
な
っ
て
、
十
八
年
の
初
め
侍
者
に
後

を
託
し
、
早
々
に
宗
関
神
護
寺
に
戻
っ
た
。
戦

い
の
帰き

趨す
う

、
勘
解
由
の
禅
境
を
見
届
け
た
か
っ

た
。勘
解
由
は
八
王
子
城
落
城
の
中
自
刃
し
た
。

死
に
臨
ん
で
見
た
戦
い
の
跡
の
荒
涼
た
る
光
景

に
太
陽
が
照
り
つ
け
る
様
を
漢
詩
に
託
し
辞
世

と
し
た
。
翌
、
七
月
五
日
小
田
原
城
は
開
城
し
、

氏
政
と
氏
照
は
十
一
日
に
切
腹
し
た
。
氏
照
は
、

夢
に
見
た
新
城
下
町
八
王
子
に
想
い
を
馳
せ
、

そ
れ
を
漢
詩
に
託
し
辞
世
と
し
た
。

　
　

 

文　

AM
生

編 後集 記

待
機
児
童
の
解
消
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、

「
子
ど
も
の
声
が
う
る
さ
い
」
な
ど
周
辺
住
民
か
ら
の
反
対

で
保
育
所
の
開
設
を
断
念
す
る
例
も
相
次
い
で
い
る
。
こ
ん

な
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
す
る
と
、
私
た
ち
が
運
営
す
る
福
祉
施

設
は
、
改
め
て
地
域
と
の
繋
が
り
の
重
要
性
を
痛
感
す
る
。

互
い
に
顔
と
顔
を
合
わ
せ
、
声
を
掛
け
あ
う
、
そ
し
て
「
い

つ
で
も
来
て
く
だ
さ
い
」
と
誰
も
が
訪
れ
や
す
い
施
設
を
目

指
す
。
そ
う
す
る
中
で
互
い
の
理
解
も
深
ま
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
「
遊
び
に
来
た
よ
」
「
お
じ
ち
ゃ
ん
早
く
こ
っ

ち
来
て
！
」
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
甘
え
る
子
ど
も
達
。

法
人
の
活
動
に
理
解
を
示
し
、
暖
か
く
見
守
っ
て
下
さ
る
近

隣
住
民
の
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

 

広
報
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編
集
委
員
会


